
記入例 

0第１号様式(第７条関係) 

事  業  計  画  書 

１ 事業者に関する事項 

１ 事業者の氏名又は名称 株式会社〇〇〇〇 

２ 代表者名（事業者が法人の場合） 戸田 太郎 

３ 法人番号（１３桁） 1234〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

４ 設立年月日 20〇〇年〇月〇日 

５ 資本金又は出資の額 〇〇〇〇〇〇〇円 

６ 常時使用する従業員の数 5人 

７ 主たる業種 飲食店 

８ 担当者名 戸田 一郎 

９ 連絡先（電話番号） 090-〇〇〇〇－〇〇〇〇 

注 主たる業種は、日本標準産業分類の中分類により記載してください。 

 

２ 事業計画等に関する事項 

１ 主 な 事 業 

飲食店事業 

（スペイン各地の食材を用い本格的なスペイン料理と直輸入ワイ

ンをお客様に提供している） 

２ 
経 営 状 況 

及 び 課 題 

 

市内でレストランを営んでいる。 

近年、会計時にキャッシュレス決済を希望する客が増加傾向にあ

る。また、新型コロナウイルス感染症の影響により、「会計時の接

触」が課題となっている。 

 

３ 

補助事業によ

る具体的取組

の内容 

 

キャッシュレス決済システムを導入し、より多くの集客を見込

む。 

また、現金でのやり取りを減らすことで、感染症対策につなげる

とともに売り上げ集計時間を短縮させる。 

４ 

経営の効率化

及び生産性向

上の効果 

（目標） 

 

キャッシュレス決済６割を目指す 

付属アプリを使用することにより、売り上げ集計にかかる時間が

１日あたり１５分程度短縮されることが見込まれ、人件費の削減

につながる。 

 

注１ 「経営状況及び課題」欄は、経営状況が、新型コロナウイルス感染症によりどのよ

うな影響を受けたのかが分かるように、具体的に記載をしてください。また、そのこ

とにより経営に関しどのような課題があるのかを記載してください。 

注２ 「補助事業による具体的取組の内容」欄は、自社の課題を解決するために、どのよ

うにデジタル化を進めるのか具体的に記載してください。 

注３ 「経営の効率化及び生産性向上の効果」欄は、デジタル化によりどのような効果が

見込めるのか数値等を含め具体的に記載してください。 

 



記入例 

３ デジタル化に関する事項 

 デジタル化の内容 名称 対象事業 

１ 
レジをキャッシュレス化する

（購入費） 
決済端末 

非対面型ビジネスモデルへの転換 

２    

３    

４    

５    

 

 単価（円） 数量（個） 金額（円） 備考 

１ 60,000 1 60,000  

２     

３     

４     

５     

 

合計金額（円） 60,000 

 

注１ 「デジタル化の内容」欄は、具体的に何をどうするのか記載してください。 

注２ 「名称」欄は導入する機器等の名称を記載してください。 

注３ 「対象事業」欄は、要綱第３条に規定する事業名を記載してください。 

注４ レンタルの場合は「備考」欄に、レンタルの期間を記載してください。 

注５ 単価、金額及び合計金額は消費税及び地方消費税を含まない額を記入してください。 

 

 

 


